
【別添２ 記入様式】 

「女性活躍加速のための重点方針 2015」該当箇所 

大項目 ２．社会の課題解決を主導する女性の育成 

中項目 （１）科学技術イノベーション立国を支える女性の理工系人材等の育成 

小項目 ① 理工系女性を一貫して支援するため、関係府省や経済界、学界、民間

団体など産学官からなる支援体制「リコチャレ応援ネットワーク」（仮称）

を構築する。 

初等中等教育段階からの女子生徒等及び親・教師に対する理工系選択の

メリットに関する意識啓発、国内外の理工系女子ネットワークの促進、進

学・就職情報支援、産業界で活躍する理工系女子を始めとしたロールモデ

ルに対する表彰等を総合的に実施する。 

該当施策名 

（事業名） 
建設業における女性活躍の推進 

該当施策の背景・

目的 

建設業においては、従事者の高齢化や若年入職者の減少等により、将

来の担い手の育成・確保が喫緊の課題となっている。こうした状況下、

建設業での女性の活躍は、業界に新たな活力や刺激をもたらすほか、性

別を問わずあらゆる世代に対して業界の魅力を高め、担い手育成・確保

に向けた原動力となるような好循環が期待される。このため、女性の更

なる活躍を国内人材育成・確保策の柱の一つに位置づけ、業界の全体の

活性化と将来の担い手育成・確保を図る必要がある。 

昨年８月に官民共同で策定した「もっと女性が活躍できる行動計画」

を受け、５年以内の女性倍増を目指し、官民挙げた様々な取組が実施さ

れているところ。 

該当施策の政策手

段の分類 
Ａ 法令・制度改正 

Ｂ 税制改正要望 

Ｃ 予算 

27年度予算：  50,000千円 

※内数である場合はその旨記載。 

28年度要求方針： 新規  拡充  継続 

※該当するものに○をしてください。 

Ｄ 機構定員要求 

Ｅ その他（具体的に：  ） 

該当施策概要 「もっと女性が活躍できる建設業行動計画」を踏まえ、官民が連携して

女性技術者・技能者の５年以内の倍増を目指す。平成 28年度予算要求に

おいては、建設業の女性活躍に係る地域ネットワークでの先進的取組へ

の支援を継続するほか、次世代女性リーダーの育成にかかる研修、女性

技能者が働きやすい現場環境の整備を推進するモデル工事現場への支

援、女性活躍に資する商品開発などに係る多業種横断的なプラットフォ

ームの構築など多面的な施策の拡充を検討。予算要求の検討状況を踏ま

えつつ、所要の機構定員要求も検討。 

問い合わせ先 

部局課 

国土交通省 

土地・建設産業局 建設業課 
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【別添２ 記入様式】 

「女性活躍加速のための重点方針 2015」該当箇所 

大項目 ２．社会の課題解決を主導する女性の育成 

中項目 （１）科学技術イノベーション立国を支える女性の理工系人材等の育成 

小項目 ① 理工系女性を一貫して支援するため、関係府省や経済界、学界、民間

団体など産学官からなる支援体制「リコチャレ応援ネットワーク」（仮称）

を構築する。 

初等中等教育段階からの女子生徒等及び親・教師に対する理工系選択のメ

リットに関する意識啓発、国内外の理工系女子ネットワークの促進、進学・

就職情報支援、産業界で活躍する理工系女子を始めとしたロールモデルに

対する表彰等を総合的に実施する。 

該当施策名 

（事業名） 

地域の経済・雇用を支える造船業の担い手の確保・育成

該当施策の背景・

目的 

○我が国の造船業は、省エネ等の性能や品質に優れた船舶を建造・輸出

し、裾野の広い労働集約型産業として地域の経済・雇用に貢献してい

る重要な産業。中長期的な成長が見込まれる世界の造船市場におい

て、その成長を我が国造船業の更なる発展に結びつけるためには、技

術力の更なる向上と合わせて、それを支える技術者・技能者の確保・

育成が極めて重要である。

○造船業では、これまで女性の活躍は十分進んでいないが、女性が無理

なく活躍できる作業や職種も多くあり、大きな潜在力として期待され

る女性の就業・活躍を促進するための取組みを推進する必要がある。

該当施策の政策手

段の分類 

Ａ 法令・制度改正 

Ｂ 税制改正要望 

Ｃ 予算 

27年度予算：  9,688千円 

※内数である場合はその旨記載。 

28年度要求方針： 新規  拡充  継続  

※該当するものに○をしてください。 

Ｄ 機構定員要求 

Ｅ その他（具体的に：  ） 

該当施策概要 ・造船業を目指す若者の拡大を図るため、女性を含む学生・生徒や教員が

造船の「ものづくり」の魅力の理解を深めるためのインターンシップ等

の地域の取組みへの支援 

・造船業の労働災害を減らすとともに、魅力向上を図るための、女性や未

熟練者への配慮等を含む、造船業に特有の作業環境における効果的・持

続的な労働安全対策の促進 

・男性中心の力仕事のイメージが強い造船業において、女性の就業・活躍

の拡大を図るための、女性が就労しやすい現場環境づくりに向けた先駆

的な取組みの促進 

問い合わせ先 

部局課 

国土交通省 

海事局船舶産業課 
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【別添２ 記入様式】 

「女性活躍加速のための重点方針 2015」該当箇所 

大項目 ２．社会の課題解決を主導する女性の育成 

中項目 （１）科学技術イノベーション立国を支える女性の理工系人材等の育成 

小項目 ① 理工系女性を一貫して支援するため、関係府省や経済界、学界、民間団

体など産学官からなる支援体制「リコチャレ応援ネットワーク」（仮称）を構築す

る。 

初等中等教育段階からの女子生徒等及び親・教師に対する理工系選択の

メリットに関する意識啓発、国内外の理工系女子ネットワークの促進、進学・就

職情報支援、産業界で活躍する理工系女子を始めとしたロールモデルに対す

る表彰等を総合的に実施する。 

該当施策名 

（事業名） 
獣医療提供体制整備推進総合対策事業費のうち 

獣医師就業支援対策事業 

該当施策の背景・

目的 

 近年、高病原性鳥インフルエンザ等の家畜伝染病が相次いで発生すると

ともに、畜産物の安全性に対する社会的関心が高まる中、家畜防疫及び畜

産物の安全確保に重要な役割を担う獣医師に対するニーズと、その技術水

準の向上に対する期待はますます高くなっている。 

 そのような中、女性獣医師は 20～30 歳代で獣医師の約半数を占めると

ともに、獣医学生の約半数も女性であり、今後も女性獣医師の増加が見込

まれる状況にあるが、出産等を理由に離職する女性獣医師が多い。そのた

め、産業動物分野において女性獣医師が生涯を通じてその能力を発揮でき

るよう、生活スタイルに合う形での職場への復帰や再就職向けたスキルア

ップ等の支援対策に取り組む必要がある。 

該当施策の政策手

段の分類 
Ａ 法令・制度改正 

Ｂ 税制改正要望 

Ｃ 予算 

27年度予算：獣医療提供体制整備推進総合事業費のうち、獣医師

就業支援対策事業 8,500 千円 

28年度要求方針： 新規  拡充  継続  調整中 

※該当するものに○をしてください。 

Ｄ 機構定員要求 

Ｅ その他（具体的に：  ） 

該当施策概要 畜産現場において家畜診療や家畜衛生を担う産業動物獣医師の育成と

確保に向け、獣医女子学生を対象とした女性獣医師によるセミナーや職場

体験を実施するとともに、女性獣医師の職場復帰・再就職を支援するため

の研修会や雇用者向けの女性獣医師の職場環境を整備するための講習会

を実施。 

問い合わせ先 

部局課 

農林水産省 

消費・安全局畜水産安全管理課 
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【別添２ 記入様式】 

「女性活躍加速のための重点方針 2015」該当箇所 

大項目 ２．社会の課題解決を主導する女性の育成 

中項目 （１）科学技術イノベーション立国を支える女性の理工系人材等の育成 

小項目 ① 理工系女性を一貫して支援するため、関係府省や経済界、学界、民間

団体など産学官からなる支援体制「リコチャレ応援ネットワーク」（仮称）

を構築する。 

初等中等教育段階からの女子生徒等及び親・教師に対する理工系選択のメ

リットに関する意識啓発、国内外の理工系女子ネットワークの促進、進

学・就職情報支援、産業界で活躍する理工系女子を始めとしたロールモデ

ルに対する表彰等を総合的に実施する。 

該当施策名 

（事業名） 
理系女性活躍促進支援事業 

該当施策の背景・

目的 

 産業界で活躍する理系女性が少ないが、主な原因の一つに、女性は、男

性と比較して、バイオ系などの産業界のニーズの少ない分野を選択する傾

向が強いことが挙げられる。この課題を解消し、理系女性の活躍を促進す

るため、理系女性自身が身につけるべきスキルの見える化を行う。 

該当施策の政策手

段の分類 
Ａ 法令・制度改正 

Ｂ 税制改正要望 

Ｃ 予算 

27年度予算： 千円 

※内数である場合はその旨記載。 

28年度要求方針： 新規  拡充  継続  

※該当するものに○をしてください。 

Ｄ 機構定員要求 

Ｅ その他（具体的に：  ） 

該当施策概要 理系女性自身が持っているスキルと産業界が求めるスキルの見える化を

行うことにより、女性自身がどのようなスキルを身につければ良いか把握

できるような仕組みを構築する。 

問い合わせ先 

部局課 

経済産業省 

産業技術環境局大学連携推進室 

43




